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はじめに

　大学４年の卒業研究においてスウェーデンの学校建築を取り上げて以

来、この国とは長いつきあいになります。「なぜスウェーデンなのだろう？」と

いうことは、多くの方から聞かれますし、自分自身にも問いかけることがあり

ますが、実は論理的な回答は存在しません。ただ、「何となく気になったか

ら」「好きだから」「出会いがあったから」という答えになってしまいます。好

きな理由は、初めてこの国を訪れた時、「スウェーデンのガラス製品の青が

とても美しく、その美しさに惹かれたから」「空や湖、海、森などの自然が美

しかったから」という答えになります。

　曖昧で情緒的な説明をしましたが、実際には、「大学の恩師である小川

信子先生、故・一番ケ瀬康子先生、そして、京都大学教授であった故・外

山義先生という素晴らしい諸先輩を通じて、この国の研究機関・研究者と

関わりを持つことになり、様々な観点からスウェーデンの住宅・建築環境に

ついて研究を重ねることができたから」、その一言に尽きます。大学４年の

時には障害のある子どもとない子どもが同じ場で学べる統合教育を実現し

ている教育環境について、博士論文のための研究時には先天性の上肢障

害のある人々の住環境整備の実態について、その後も、慢性関節リウマチ

患者の方の住環境整備やこの国発祥のセーフ・コミュニティという活動に

ついて研究を進めてきました。

　そして、2012年４月からの１年間、日本で勤務する大学からサバティカル

休暇をいただき、18年ぶりにこの国で生活する機会を得ました。この本を

執筆しながら現地に滞在し、改めてスウェーデンという国・社会への関心

を保ち続けたことへの幸運を実感しています。現在の私は、この本のタイト
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ルにもある「住み続ける」というキーコンセプトのもと、様々な観点から研究

を行っています。

「心身に障害が生じたり終末期を迎えたとしても、長年住み慣れた自宅に住

み続けることができる」

「自然災害に遭遇しても、これまで生活してきた地域に住み続けることがで

きる」

「高齢者ばかりの限界集落になっても住み続けることができる」

「安心して安全に地域に住み続けることができる」

そのための住宅・地域の在り方について考える毎日です。

福祉国家体制が変容しつつあるスウェーデンから学ぶ

　スウェーデンという国は1930年代以降、「住むための器」である住宅を社

会資本として整備してきた国です。すなわち「住み続ける」ためのハード（住

宅）とソフト（制度）の整備が高度に進んでおり、そのことが福祉国家の基

盤として捉えられてきた社会です。

　残念ながら、世界的な経済至上主義の影響を受けて、スウェーデンのこ

のような住宅政策・住宅供給の伝統は崩れつつありますが、それでも「住

み続けられる」ための努力が制度設計および実際の住宅供給の場面で行わ

れています。少子高齢化・限界集落化・格差化・自然災害による居住の場

の喪失など、「住み続ける」上で様々な危機に直面している私たち日本人に

とって、スウェーデンの住宅政策・住宅供給のこれまでの経緯や現在の制

度、人々の住宅やライフスタイルに対する価値観などから、学ぶべきことが

数多くあるに違いありません。

　本書はスウェーデンの社会福祉・住宅政策を礼賛するものではありませ
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ん。私たち日本人の住まいや生活をもう一度見つめ直すため、その時の相

対化の対象としてスウェーデンの住宅や住環境を取り上げています。読者

の皆さんが、本書を通して、今一度自分自身の住まいや生活について考え

直す、そのきっかけとなることを願ってやみません。

　

水村容子
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